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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体光を捉えて画像信号を生成するデジタルカメラにおいて、
　光軸上に並ぶ複数のレンズからなり、該複数のレンズのうち少なくとも一部のレンズの
移動によって被写体光のピント調節を行なう撮影レンズと、
　前記撮影レンズを収容して、該撮影レンズが覗く開口を前方に有し、繰出し、沈胴が自
在であって繰出時にピント調節が行なわれるレンズ鏡胴と、
　前記撮影レンズにより結像された被写体光を受けて画像信号を生成する固体撮像素子を
含む撮像部と、
　両端に開口を有し、一方の開口が前記撮影レンズを構成する複数のレンズのうちの最後
部のレンズで塞がれるとともに、該一方に対する他方の開口が前記撮像部で塞がれる、前
記レンズ鏡胴の繰出しおよび沈胴に応じて伸縮自在なチューブとを備え、
前記チューブ内に挿入されて配置されるとともに、前記撮影レンズを構成する複数のレン
ズのうちの最後部のレンズから前記固体撮像素子に至る被写体光が通過する穴が穿たれて
いる内部フレームをさらに備えたことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項２】
　前記内部フレームが、弾性部材からなるものであることを特徴とする請求項１記載のデ
ジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、固体撮像素子で被写体光を捉えて画像信号を生成するデジタルカメラに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　カメラには、複数のレンズからなる撮影レンズを備えたものがあり、各レンズを移動さ
せることにより、ズーミングやピント調節等が行なわれる。このような役割を果たす撮影
レンズは、一般に、複数の筒体から構成されたレンズ鏡胴に収納される。レンズ鏡胴を構
成する複数の筒体それぞれが光軸方向に進退すると、各筒体の動きに応じて撮影レンズを
構成する複数のレンズそれぞれが移動し、これによってズーミングおよびピント調節等が
実施される。
【０００３】
　ズーミングおよびピント調節等といった動作の際に、レンズ鏡胴がこのような動作を行
なうと、レンズ鏡胴内の容積が変わる。このとき、仮にレンズ鏡胴およびカメラのボディ
が密閉構造であったとすると、レンズ鏡胴内の内圧が変わり、これによりレンズ鏡胴のス
ムーズな動作が阻害される。しかし、一般に、レンズ鏡胴とボディとの連結部分、さらに
レンズ鏡胴を構成する各筒体間の連結部分には若干の間隙が存在しており、このレンズ鏡
胴の動作の際にはこれらの間隙を介して、デジタルカメラのボディ内に空気が出入りする
。その結果、上記のレンズ鏡胴内の容積の変動に伴うレンズ鏡胴内の内圧の変動が抑制さ
れ、レンズ鏡胴のスムーズな動作が保たれる。また、カメラの中には、ボディやレンズ鏡
胴に通気孔を設け、上記の内圧の変動を積極的に解消するように構成されているものもあ
る。
【０００４】
　しかしながら、ズーミングおよびピント調節等といった動作の際に、上記の間隙や通気
孔等からデジタルカメラのボディ内に水や塵埃が進入するおそれがある。
【０００５】
　そこで、例えば、ボディやレンズ鏡胴に設けられた通気孔、レンズ鏡胴とボディとの連
結部分、およびレンズ鏡胴を構成する各筒体間の連結部分の間隙を、通気性を有するシー
ル部材でシールしたカメラが提案されている（例えば、特許文献１、特許文献２参照。）
。
【０００６】
　また、カメラ内部に送風機を設け、この送風機によって、レンズ鏡胴とボディとの連結
部分や、レンズ鏡胴を構成する各筒体間の連結部分等における間隙に、カメラ内部から外
部へ向かう空気の流れを作り出すことにより、これらの間隙からの塵埃の進入を抑制する
カメラも提案されている（例えば、特許文献３参照。）。
【０００７】
　また、例えば、レンズ鏡胴とボディとの連結部分において、ボディ側の連結部に帯電部
材を配設し、この帯電部材に静電気を帯びさせ、レンズ鏡胴とボディとの連結部分の間隙
から進入する塵埃を、この帯電部材に吸着させることにより、塵埃の進入を抑制するカメ
ラも提案されている（例えば、特許文献４参照。）。
【特許文献１】特開平９－１９７５２７号公報（第３－４頁、図１）
【特許文献２】特開平５－１７３２４０号公報（第３－４頁、図１）
【特許文献３】特開平８－３３９０１７号公報（第３－５頁、図１）
【特許文献４】特開平９－４３６５６号公報（第３頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、これらの特許文献に示すカメラでは、それぞれ以下に説明するような場
合には、カメラ内部に塵埃が進入してしまうおそれがある。
【０００９】
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　まず、特許文献１に示すカメラには、レンズ鏡胴を構成する各筒体間の連結部分の間隙
がシールされていないため、この間隙から塵埃が進入するおそれがある。
【００１０】
　また、特許文献２に示すカメラにおいて、レンズ鏡胴を構成する各筒体間の連結部分に
取り付けられているシール部材は、一つの筒体に固定され、この筒体に挿入される筒体の
外面に押圧されることにより、それぞれの動作を妨げることなく両者間の間隙をシールし
ている。つまり、上記の連結部分は完全には密封されておらず、シール部材と、そのシー
ル部材が押圧されている筒体との間には摺動部が存在する。その結果、レンズ鏡胴を構成
する複数の筒体が光軸方向の進退を繰り返すうちに、この摺動部から塵埃が進入するおそ
れがある。
【００１１】
　次に、特許文献３に示すカメラでは、例えば、非使用時等といった電源の非供給時には
、上記の送風機は停止してしまう。ところが、このような送風機の停止時にユーザがカメ
ラを、塵埃が浮遊している屋外等で携帯するということは十分にあり得ることであり、そ
のような場合には塵埃がカメラ内部に進入するおそれがある。
【００１２】
　さらに、特許文献４に示すカメラでは、非使用時等といった電源の非供給時には上記帯
電部材への静電気の供給が停止してしまう。つまり、特許文献４に示すカメラには、特許
文献３に示すカメラと同様に、電源の非供給時に塵埃がカメラ内部に進入するおそれがあ
る。
【００１３】
　以上説明したように、従来、カメラ一般に対して実施されている、塵埃の進入に対する
様々な抑制対策には、それぞれカメラ内部へ塵埃の進入を許してしまう場合がある。
【００１４】
　このような、カメラ内部への塵埃の進入という現象は、近年普及しているデジタルカメ
ラでも同様に発生する現象である。デジタルカメラでは、被写体光が結像される部分に、
ＣＣＤ撮像素子あるいはＭＯＳ撮像素子等といった固体撮像素子が使用されているが、こ
のような固体撮像素子は一般に非常に小さなものであり、被写体光は固体撮像素子の表面
に集光されて結像される。そのため、例えばカメラ内部へ進入を許してしまった塵埃が固
体撮像素子の表面に付着すると、被写体光の多くが遮られる等といった深刻な問題が引き
起こされる。
【００１５】
　本発明は上記問題点を解決し、塵埃が固体撮像素子へ悪影響を及ぼすことが阻止された
デジタルカメラを提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明のデジタルカメラは、被写体光を捉えて画像信号を生成するデジタルカメラにお
いて、
　光軸上に並ぶ複数のレンズからなり、焦点距離可変であるとともにピント調節を行なう
撮影レンズと、
　上記撮影レンズを収容して、その撮影レンズが覗く開口を前方に有し、繰出し、沈胴が
自在であって繰出時に焦点距離調節を行なうレンズ鏡胴と、
　上記撮影レンズにより結像された被写体光を受けて画像信号を生成する固体撮像素子と
、
　両端に開口を有し、一方の開口が上記撮影レンズを構成する複数のレンズのうちの最後
部のレンズで塞がれるとともに、その一方に対する他方の開口が上記固体撮像素子で塞が
れる、上記レンズ鏡胴の繰出しおよび沈胴に応じて伸縮自在なチューブとを備えたことを
特徴とする。
【００１７】
　本発明のデジタルカメラでは、上記チューブによって、上記撮影レンズを構成する複数
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のレンズのうちの最後部のレンズと上記固体撮像素子との間の空間が閉鎖されている。従
って、本発明のデジタルカメラによれば、例えば上記レンズ鏡胴等に間隙が存在し、その
間隙から塵埃が進入したとしても、上記固体撮像素子周辺へは塵埃の進入が阻止されてい
るので、カメラ内部に進入した塵埃が固体撮像素子へ悪影響を及ぼすことを阻止すること
ができる。
【００１８】
　ここで、本発明のデジタルカメラにおいて、前記チューブが、通気性を有するとともに
、屈曲の繰返しに対して耐性を有する布状部材からなるものであるという形態は好ましい
形態である。
【００１９】
　このような好ましい形態のチューブでは、上記レンズ鏡胴の繰出しおよび沈胴に応じて
チューブ内の容積が変動しても、チューブ内外を空気が出入りできるため、チューブ内の
内圧の変動が抑制される。つまり、この好ましい形態のチューブによれば、上記レンズ鏡
胴の繰出しおよび沈胴をよりスムーズに行ないつつ、上記固体撮像素子周辺への塵埃の進
入を阻止できる。さらに、このような好ましい形態のチューブは、上記レンズ鏡胴の繰出
しおよび沈胴に応じた屈曲の繰返しに対して耐性を有している。従って、このような好ま
しい形態のチューブは長期間に亘る使用に耐えることができる。
【００２０】
　また、本発明のデジタルカメラが、上記チューブ内に挿入されて配置されるとともに、
上記撮影レンズを構成する複数のレンズのうちの最後部のレンズから上記固体撮像素子に
至る被写体光が通過する穴が穿たれている内部フレームをさらに備えたという形態は好ま
しい形態である。
【００２１】
　このような好ましい形態のデジタルカメラでは、上記内部フレームにより、上記レンズ
鏡胴の繰出しおよび沈胴の際に、上記チューブが屈曲して上記最後部のレンズから上記固
体撮像素子に至る被写体光を遮ってしまう等といった不具合の発生が防止されている。従
って、この好ましい形態のデジタルカメラによれば、より確実な撮影を実施することがで
きる。
【００２２】
　上記内部フレームを備えた好ましい形態のデジタルカメラにおいて、上記内部フレーム
が、弾性部材からなるものであるという形態はさらに好ましい形態である。
【００２３】
　このような好ましい形態の内部フレームによれば、上記レンズ鏡胴の特に沈胴の際に上
記チューブが屈曲したときに、このチューブの屈曲に応じて上記内部フレームが適度に弾
性変形することにより、上記チューブを傷めることを防止することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　以上説明したように、本発明によれば、たとえカメラ内部へ塵埃の進入を許してしまっ
た場合であっても、この塵埃が固体撮像素子へ悪影響を及ぼすことが阻止されたデジタル
カメラを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００２６】
　図１、図２は、本発明の実施形態のデジタルカメラの外観斜視図である。
【００２７】
　図１には、レンズを内蔵するレンズ鏡胴１００が沈胴状態にあるときの本実施形態のデ
ジタルカメラ１の外観が示されており、図２には、レンズ鏡胴１００が繰出し状態にある
ときのデジタルカメラ１の外観が示されている。
【００２８】
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　図１、図２に示すデジタルカメラ１のレンズ鏡胴１００には、後述するような３群で構
成された撮影レンズが内蔵されており、それらのレンズ群を光軸方向に適宜に移動させる
ことで焦点距離を変更することができるとともに、第３群のフォーカスレンズを光軸方向
に移動させることによりピント調節が行なわれる。
【００２９】
　図１および図２に示すデジタルカメラ１の正面上部には、補助光発光窓１２およびファ
インダ対物窓１３が配置されている。また、このデジタルカメラ１の上面には、シャッタ
ボタン１４が配置されている。
【００３０】
　このデジタルカメラ１の、図示しない背面には、ズームスイッチが配備されており、こ
のズームスイッチの操作により、レンズ鏡胴１００の、望遠側への繰り出しや広角側への
移動等が実施される。
【００３１】
　図３は、図１，図２に示す本発明の実施形態のデジタルカメラにおけるレンズ鏡胴の、
光軸方向に沿う、焦点距離最長のテレ端の状態を示す断面図である。図４は、図３と同一
の断面図上に断層線Ｆ－Ｆ’を示した図であり、図５は、図４の断層線Ｆ－Ｆ’に沿う断
面図である。さらに、図６は、レンズ鏡胴の、光軸方向に沿う、焦点距離最短のワイド端
の状態を示す断面図であり、図７は、図３のテレ端の状態において、フォーカスレンズが
光軸方向方向に移動する様子を示す断面図である。また、図８は、図１～図７に示すデジ
タルカメラの沈胴状態を示す断面図である。
【００３２】
　以下では、主に図３を参照するとともに、必要に応じて他の図面も合わせて参照しなが
ら説明する。
【００３３】
　図３～図８に示すレンズ鏡胴１００の内部空間１０１には、光軸方向前方から順に、前
群レンズ１１１、後群レンズ１１２、およびフォーカスレンズ１１３の３群からなる撮影
レンズ１１０が収容されている。この撮影レンズ１１０は、後群レンズ１１２が図３に示
すテレ端と図６に示すワイド端との間で移動することにより焦点距離が変化し、かつ図７
に示すようにフォーカスレンズ１１３が光軸方向（図中の矢印Ａの方向）に移動すること
によりピント調節が行なわれる構成となっている。
【００３４】
　レンズ鏡胴１００の内部空間１０１前端には、撮影レンズ１１０が覗く開口１０２が形
成されており、また後方は、カメラボディに固定された、あるいはカメラボディの一部を
構成する壁部材１０３が配置され、内部空間１０１は、その壁部材１０３、および、後に
説明する複数の筒体によりその輪郭が画定されている。
【００３５】
　また、これら複数の筒体のうち外径が最小で、繰り出し時には光軸上最も前方に配置さ
れる前群レンズ枠１８０の内側に前群レンズ１１１が保持されている。
【００３６】
　壁部材１０３の一部は、内部空間１０１に突出しホルダー部１０４を形成している。こ
のホルダー部１０４に、ＣＣＤ固体撮像素子（以下、ＣＣＤと略記する）１２０が内部空
間１０１に突出した状態に取り付けられ、さらに、ホルダー部１０４の、ＣＣＤ１２０の
前方に光学的なローパスフィルタ１２１が取り付けられている。撮影レンズ１１０を通過
した被写体光は、その被写体光中のノイズ成分である光学的な高周波成分がローパスフィ
ルタ１２１によって除去された後、ＣＣＤ上に結像される。
【００３７】
　また、その壁部材１０３には、送りネジ１３１が回転自在に支持されており、その送り
ネジ１３１には、図３に示すナット部材１３２が螺合し、そのナット部材１３２には、フ
ォーカスレンズ１１３を光軸方向に案内するフォーカスレンズ枠１３３が固定されている
。フォーカスレンズ１１３はこのフォーカスレンズ枠１３３に固定されている。また、フ
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ォーカスレンズ１１３とローパスフィルタ１２１との間の空間は、後述するように、チュ
ーブ１３４によって閉鎖されている。
【００３８】
　ナット部材１３２が螺合した送りネジ１３１は、カメラボディ側に備えられた図示しな
いフォーカスモータにより回転駆動される。この送りネジ１３１の回転により、ナット部
材１３２とともにフォーカスレンズ枠１３３が光軸方向に移動し、これにより、そのフォ
ーカスレンズ枠１３３に保持されたフォーカスレンズ１１３が光軸方向に移動する。フォ
ーカスレンズ１１３の位置は、ＣＣＤ１２０の前面にピントの合った被写体像が写し出さ
れるように調整される。
【００３９】
　壁部材１０３には、固定筒１４０が固定されており、その固定筒１４０の内側には回転
筒１５０が備えられている。この回転筒１５０には、その外周に、柱状ギア１０５（図５
参照）と噛合した歯車１５１が設けられており、その柱状ギア１０５は、図示しない鏡胴
駆動モータにより回転駆動され、これにより、その回転筒１５０が回動する。また、固定
筒１４０の内壁には、カム溝１４１が形成されており、さらに、回転筒１５０に固定され
たカムピン１５２がそのカム溝１４１に嵌入している。したがって、この回転筒１５０が
柱状ギア１０５を介して回転駆動力を受けるとカムピン１５２がカム溝１４１に沿って移
動し、その結果、回転筒１５０は回転しながら光軸方向に前進あるいは後退する。
【００４０】
　また、この回転筒１５０の内側には、回転筒側直進キーリング１５４が、回転筒１５０
に対し回転自在に、ただし回転筒１５０に対する光軸方向への相対移動不能に備えられて
いる。さらに、その回転筒側直進キーリング１５４には、キー板１５５が固定され、その
キー板１５５が、固定筒１４０の内壁に形成された、光軸方向に延びるキー溝１４２に嵌
入している。これにより、回転筒側直進キーリング１５４は、固定筒１４０には光軸方向
への移動が自在となるように回り止めされている。したがって、回転筒１５０が回転しな
がら光軸方向に移動すると、回転筒側直進キーリング１５４は、固定筒１４０に対し回り
止めされていることから回転せずに、ただし光軸方向へは回転筒１５０とともに移動する
。
【００４１】
　また、回転筒１５０の内側には、回転自在な中間筒１６０が備えられている。回転筒１
５０の内壁には、カム溝１５６が形成されており、さらに、回転筒側直進キーリング１５
４にもその外周と内周とに貫通したカム溝１５７が形成されている。そして、回転筒１５
０のカム溝１５６には、中間筒１６０に設けられたカムピン１６１が回転筒側直進キーリ
ング１５４のカム溝１５７を貫通して嵌入している。回転筒１５０が回転しながら光軸方
向に移動すると、中間筒１６０は、回転筒１５０と回転筒側直進キーリング１５４それぞ
れに形成されたカム溝が交差する位置の移動に従って、回転筒１５０に対し相対的に光軸
方向に移動する。
【００４２】
　この中間筒１６０の内側には、中間筒側直進キーリング１６４が配備されている。先に
説明した固定筒側直進キーリング１５４には、光軸方向に延びる直進キー溝１５８が形成
されており、中間筒側直進キーリング１６４は固定筒側直進キーリング１５４の直進キー
溝１５８に嵌入している。この中間筒側直進キーリング１６４は、中間筒１６０に対し相
対回転自在であり、一方、その中間筒１６０に対する光軸方向への相対移動は禁止されて
いる。したがって、中間筒１６０が回転しながら回転筒１５０に対し相対的に光軸方向に
移動すると、中間筒側直進キーリング１６４は、回転せずに、中間筒１６０の光軸方向へ
の移動に伴って光軸方向に直進移動する。
【００４３】
　この中間筒１６０の内壁には、後群ガイド枠１７０を案内するためのカム溝１６５が形
成されており、このカム溝１６５には、後群ガイド枠１７０に固設されたカムピン１７１
が、中間筒側直進キーリング１６４に対し回り止めされた状態で嵌入している。したがっ
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て、中間筒１６０が回転すると、後群ガイド枠１７０は、中間筒１６０内壁のカム溝１６
５の形状に応じて光軸方向に直進移動する。
【００４４】
　この後群ガイド枠１７０には、その光軸方向前方にシャッタユニット１７９が固定され
ている。このシャッタユニット１７９には、開口量を制御することにより撮影レンズ１１
０を通過する被写体光の光量を制御する絞り部材と、シャッタ速度を制御することにより
撮影レンズ１１０を通過する被写体光の光量を制御するシャッタ部材との双方が備えられ
ている。また、その後群ガイド枠１７０には、その光軸方向後方に、後群レンズ１１２を
保持する後群レンズ枠１７２が固定されている。
【００４５】
　中間筒１６０には、前群レンズ１１１を保持した前群レンズ枠１８０を案内するための
もう１つのカム溝１６６が形成されており、このカム溝１６６には前群レンズ枠１８０に
設けられたカムピン１８１が入り込んでいる。また、この前群レンズ枠１８０は、中間筒
側直進キーリング１６４に対し、光軸方向への相対移動が自在であるとともに回わり止め
されている。したがって、中間筒１６０が回転すると、前群レンズ枠１８０は、カム溝１
６６の形状に応じて、その中間筒１６０に対し光軸方向に直進移動する。
【００４６】
　このような機構により、図３のテレ端にあるときに、柱状ギア１０５を介して回転筒１
４０に沈胴方向への回転駆動力が伝達されると、図３のテレ端の状態から図６のワイド端
の状態を経由して、図８の状態にまで沈胴する。逆に、図８に示す沈胴状態にあるときに
回転筒１６０に繰出し方向への回転駆動力が伝達されると、図８に示す沈胴状態から図６
に示すワイド端の状態にまで繰り出し、さらにワイド端の状態を経由して図３に示すテレ
端の状態となる。
【００４７】
　撮影を行なう際は、前述したズームスイッチを操作して図３に示す焦点距離最長のテレ
端と図６に示す焦点距離最短のワイド端との間で焦点距離を調節することにより、所望の
撮影画角に設定する。フォーカスレンズ１１３は、ＣＣＤ１２０で得られた画像信号に基
づくコントラスト検知により最高のコントラストが得られる位置にピント調節される。そ
の後、シャッタボタンが押されると、ＣＣＤ１２０によりそのときの被写体を表わす画像
信号が生成され、適切な画像処理が施された後、記録される。
【００４８】
　次に、図１～図８に示すデジタルカメラの回路構成について説明する。
【００４９】
　図９は、図１～図８に示すデジタルカメラの回路構成を示すブロック図である。
【００５０】
　このデジタルカメラ１には、前述した、撮影レンズ１１０、シャッタユニット１７９、
およびＣＣＤ１２０が備えられている。撮影レンズ１１０およびシャッタユニット１７９
を経由してＣＣＤ１２０上に結像された被写体像は、ＣＣＤ１２０により、アナログの画
像信号に変換される。ここで、シャッタユニット１７９は、ＣＣＤ１２０からアナログ信
号を読み出すにあたり、光によるスミアの発生を抑えるための制御も受けている。
【００５１】
　また、ここには補助光発光部１３０が備えられており、この補助光発光部１３０は、低
照度時に補助光を発光する。また、この補助光発光部１３０は、低照度以外の必要時にも
発光させることができる。
【００５２】
　また、このデジタルカメラ１には、アナログ信号処理部５０１と、Ａ／Ｄ部５０２と、
デジタル信号処理部５０３と、テンポラリメモリ５０４と、圧縮伸長部５０５と、内蔵メ
モリ（またはメモリカード）５０６と、画像モニタ５０７と、駆動回路５０８とが備えら
れている。ＣＣＤ１２０は、駆動回路５０８内のタイミング発生回路（図示せず）によっ
て発生したタイミングで駆動され、アナログの画像信号を出力する。また、駆動回路５０
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８には、撮影レンズ１１０、シャッタユニット１７９、補助光発光部１３０等を駆動する
駆動回路も含まれている。ＣＣＤ１２０から出力されたアナログの画像信号は、アナログ
信号処理部５０１でアナログ信号処理され、Ａ／Ｄ部５０２でＡ／Ｄ変換されてデジタル
信号処理部５０３でデジタル信号処理される。デジタル信号処理された信号を表わすデー
タはテンポラリメモリ５０４に一時的に格納される。テンポラリメモリ５０４に格納され
たデータは、圧縮伸長部５０５で圧縮されて内蔵メモリ（またはメモリカード）５０６に
記録される。尚、撮影モードによっては、圧縮の過程を省いて内蔵メモリ５０６に直接記
録してもよい。テンポラリメモリ５０４に格納されたデータは画像モニタ５０７に読み出
され、これにより画像モニタ５０７に被写体の画像が表示される。
【００５３】
　さらに、このデジタルカメラ１には、このデジタルカメラ１全体の制御を行なうＣＰＵ
５０９と、前述のズームスイッチ等を含む操作スイッチ群５１０と、シャッタボタン１４
とが備えられており、操作スイッチ群５１０を操作して、所望の画角に設定することを含
む所望の撮影状態に設定してシャッタボタン１４を押下することにより写真撮影が行なわ
れる。
【００５４】
　ここで、再び図３～図８を参照して、フォーカスレンズ１１３とローパスフィルタ１２
１との間の空間を閉鎖しているチューブ１３４について説明する。
【００５５】
　このチューブ１３４の一方の開口１３４ａは、フォーカスレンズ１１３が固定されたフ
ォーカスレンズ枠１３３とそのフォーカスレンズ１１３とで塞がれているとともに、もう
一方の開口１３４ｂは、ローパスフィルタ１２１およびＣＣＤ１２０が固定されたホルダ
ー部１０４で塞がれている。これらローパスフィルタ１２１およびＣＣＤ１２０が固定さ
れたホルダー部１０４が、本発明にいう撮像部の一例に相当する。ここで、このチューブ
１３４は、通気性を有するとともに、屈曲の繰返しに対して耐性を有する布状部材からな
る。また、このチューブ１３４の内部には、リング状の内部フレーム１３５が挿入されて
いる。フォーカスレンズ１１３からローパスフィルタ１２１を経てＣＣＤ１２０に至る被
写体光は、このリング状の内部フレーム１３５の内側を通過する。ここで、この内部フレ
ーム１３５は弾性部材からなる。
【００５６】
　上記のピント調節の際に、例えば、フォーカスレンズ１１３の位置を、図７に示すよう
にローパスフィルタ１２１に近づけると、チューブ１３４は部分的に屈曲される。チュー
ブ１３４がこのような屈曲状態にあるときにも、上記の被写体光が通過する空間は、内部
フレーム１３５がチューブ１３４を内側から押し広げていることによって確保される。レ
ンズ鏡胴を図８に示す沈胴状態にするとチューブ１３４はさらに屈曲されるが、このとき
には、内部フレーム１３５は、弾性部材からなるものであるのでチューブ１３４を傷める
ことなく適度に変形する。
【００５７】
　このようなチューブ１３４によって、フォーカスレンズ１１３からローパスフィルタ１
２１に至る、ＣＣＤ１２０周辺の空間を閉鎖することにより、例えば、固定筒１４０と回
転筒１５０との間の間隙や、回転筒１５０と中間筒１６０との間の間隙、さらに、中間筒
１６０と前群レンズ枠１８０との間の間隙等から内部空間１０１に塵埃が進入してきたと
しても、ローパスフィルタ１２１の表面を含むＣＣＤ１２０周辺への塵埃の進入が防止さ
れる。また、このチューブ１３４は、通気性を有する布状部材からなっているため、上述
したようなレンズ鏡胴１００の動作によって、図７あるいは図８に示す屈曲状態におかれ
ても、閉鎖空間内の空気を外部に逃がすことができるので、レンズ鏡胴１００のスムーズ
な動作を妨げることなく屈曲できる。さらに、この布状部材は、屈曲の繰返しに対して耐
性を有しているため、このチューブ１３４は、レンズ鏡胴１００の動作の繰返しに長期間
に亘って耐えることができる。
【００５８】
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　尚、本実施形態では、デジタルカメラの中でも静止画撮影用のデジタルカメラを念頭に
置いて説明したが、動画撮影用のデジタルカメラ、あるいは静止画撮影と動画撮影との両
用のデジタルカメラについても、本発明を同様に適用することができる。また、各実施形
態では、撮影レンズとして、光軸方向前方から順に、前群レンズ、後群レンズ、およびフ
ォーカスレンズの３群で構成され、焦点距離可変であるとともにフォーカスレンズの移動
によりピント調節を行なうタイプの撮影レンズを例に挙げて説明したが、これに限るもの
ではなく、本発明は、光軸上に並ぶ、フォーカスレンズを含む複数のレンズ群からなり、
焦点距離可変であるとともにフォーカスレンズの移動によりピント調節を行なうタイプの
撮影レンズを備えたデジタルカメラ一般に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施形態のデジタルカメラの外観斜視図である。
【図２】本発明の実施形態のデジタルカメラの外観斜視図である。
【図３】図１，図２に示す本発明の実施形態のデジタルカメラにおけるレンズ鏡胴の、光
軸方向に沿う、焦点距離最長のテレ端の状態を示す断面図である。
【図４】図３と同一の断面図上に断層線Ｆ－Ｆ’を示した図である。
【図５】図４の断層線Ｆ－Ｆ’に沿う断面図である。
【図６】レンズ鏡胴の、光軸方向に沿う、焦点距離最短のワイド端の状態を示す断面図で
ある。
【図７】図３のテレ端の状態において、フォーカスレンズが光軸方向方向に移動する様子
を示す断面図である。
【図８】図１～図７に示すデジタルカメラの沈胴状態を示す断面図である。
【図９】図１～図８に示すデジタルカメラの回路構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１　　カメラ
　１２　　補助光発光窓
　１３　　ファインダ対物窓
　１４　　シャッタボタン
　１００　　レンズ鏡胴
　１０１　　内部空間
　１０２　　開口
　１０３　　壁部材
　１０４　　ホルダー部
　１０５　　柱状ギア
　１０６　　前群レンズ脇
　１１０　　撮影レンズ
　１１１　　前群レンズ
　１１２　　後群レンズ
　１１３　　フォーカスレンズ
　１２０　　ＣＣＤ固体撮像素子
　１２１　　ローパスフィルタ
　１３１　　送りネジ
　１３２　　ナット部材
　１３３　　フォーカスレンズ枠
　１３４　　チューブ
　１３４ａ，１３４ｂ　　開口
　１３５　　内部フレーム
　１４０　　固定筒
　１４１　　カム溝
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　１４２　　キー溝
　１５０　　回転筒
　１５１　　歯車
　１５２　　カムピン
　１５４　　固定筒側直進キーリング
　１５５　　キー板
　１５６　　カム溝
　１５７　　カム溝
　１５８　　直進キー溝
　１６０　　中間筒
　１６１　　カムピン
　１６４　　中間筒側直進キーリング
　１６５　　カム溝
　１６６　　カム溝
　１７０　　後群ガイド枠
　１７１　　カムピン
　１７２　　後群レンズ枠
　１７９　　シャッタユニット
　１８０　　前群レンズ枠
　１８１　　カムピン

【図１】

【図２】

【図３】
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